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二二

右 一一ノL
寛之御Ill1,1,1御毎の

椴州偽雌オ
ノ劉W櫛墜洲
午IhⅡ､↑御りII

《ド＃燭避
依雌珊如

雑
件

八

｝’
’三
11

i i供
究
之

・一一八

さ御前Hii.i.jさ｜河両の
け輿後巾社か度度ウ
無御左様御や御御
川迎イiに祭き祭祭
之二次fll.慨す礼礼
リドま鋪御之ら之之
か二紙II，fせ時時
りnjhノLか社神
いイlミ衆ツみ人母
て之御II､結衆i協
候リド兇二せ砿子
時物御Ijl屋五
x.二弧｜H1に人

屋御之似てと
にllI御年も外
て候迎宮無
あハニに川

と上V-て之
々もIi

か
し
申
間
敷
小

一
御
祭
礼
当
り
候
時
宮
へ
社
人
之
迎
馬
拾
疋

之
外
無
用
之
心

一
両
度
御
祭
礼
二
神
主
社
人
犬
拾
人
と
外
無
川
覗

一
社
人
若
子
衆
着
物
頭
人
よ
り
出
巾
候
を
善
恕

有
間
敷
事

以
上

水
州
刻
の
掲
倣
許
可
を
与
え
て
く
れ
た
鼎
立
秋
川
脚
抑
館
に
、
深
甚
な
る
謝

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
翻
字
協
力
い
た
だ
い
た
県
立
沖
物
館
歴
史
机
当
の
金

森
服
也
・
池
川
憲
和
両
氏
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
る
。

お
わ
り
に

－53－
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三
六
の
ウ

三
六
の
オ

一
同
六
日
精
進
下

一
同
御
注
連
引

一
同
五
日
高
注
連
立

一
同
四
日
夜
龍

右
之
初
尾
銭
壱
貫
文
二
付
銀
八
匁
宛
二
従
先
年
定
置
候

同

一
初
尾
銭
仁
百
文
花
米
仁
升

一
か
ふ
り
壱
筋

一
神
楽
銭
、
三
ｉ
三
文

一
は
な
よ
れ
壱
升

一
初
尾
銭
百
四
文

一
八
花
米
八
升

さ
け
二
具

何
に
て
も
肴
廿

さ
け
壱
具

さ
か
な
拾

花祝花柱
米言米行
仁銭仁器
升百升初
文尾

銭
百

文

神
楽
銭
百
三
十
三
文

花
よ
れ
壱
升

夕
長
引
酒
有
朔
取
肴
に
て
酒
あ
り

右
ハ
古
馬
神
分

神
主
所
へ

神
母
所
へ

神
主
所
へ

神
母
所
へ

神
主
所
へ

神
母
所
へ

三
八
の
オ

ー
篭
り
Ｉ
祉
人
衆
寝
酒
無
用
僻
う
り
徽
載

拾
枚
枕
弐
拾
之
外
無
用
之
事

一
神
母
若
子
社
参
下
向
二
頭
屋
よ
り
馬
井
そ
り

一七

敢毎mの
着季同衆月往御度ウ
可之前残朔還輿御
被御也居日共之祭
申祭に参二御礼
事二て社前供之
官称人後致時
よ酒衆仕候‘貼
り無下置衆成
下川向可行者
向之之被儀五
仕事跡申不人
早井二事罪下
々龍神様知
頭り母二仕

屋〈草尤

二
七
の
オ

一
直
し
代
銀
四
百
七
拾
Ⅱ

此
銀
御
祭
礼
之
内
無
残
御
中
へ
附
取
可
巾
雌

花
迎
二
於
て
在
之
門
三
歩
之
利
足
川
急
度

術
取
可
巾
蜘

定

三
月
祭
礼

四
月
物
膿

五
月
祭
礼

九
月
篭
り

極
月
古
ら
し

－54－
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三
一
の
ウ

ー
川
二
Ⅲ
夜
舗

三
一
の
オ

ー
ニ
月
廿
九
日

一
神
楽
銭
百
三
十
三
文
神
母
所
へ

一
同
二
一
日
宮
下
一
は
な
よ
れ
一
升

一
同
日
精
進
下

一
三
川
朔
Ⅱ
尚
注
迎
件

一
酒
仁
具
何
ん
で
も
肴
廿

一
酒
壱
具
さ
か
な
拾

一
両
社
宵
朔
草
餅
川
枚

一
社
人
貯
子
衆
へ
宵
朔
餅
庇
つ
宛
引
取
行
酒
有

一
草
餅
三
十
宛

一
酒
錫
子
壱
封
宛

一
捌
緋
二
迎
宛

神
楽
銭
円
三
’
三
文

は
な
米
一
升

初
尾
銭
百
文

花
米
八
升

花柱花の
米行よつ
こ器ねと

升初二銭
尾升百
百文
文

神
主
神
母
同
前

神
主
所
へ

神
母
所
へ

神
母
所
へ

神
主
所
へ

一
酒
弐
具
何
に
て
も
肴
廿

一
次
日
精
進
下

一
酒
壱
具
さ
か
な
十

三
二
の
ウ

三
二
の
オ

一
同
御
演
出

一
Ｍ
初
Ｉ
御
獅
子
入

一
四
月
朔
Ｈ
注
連
替

一
柳
の
初
穂
銭
百
三
十
三
文
同
所
へ

一
花
米
壱
升

船
中
に
て
も
長
床
に
て
も
酒
肴
有

一
神
楽
銭
百
三
十
三
文

神
母
所
へ

一
は
な
よ
れ
壱
升

一
砂
茶
碗
二
仏
供
酒
錫
子
壱
封
但
内
に
て
も
入
用
也

一
乗
へ
き
二
枚
二
七
つ
右
同

一
灘
緬
淵
荊
柵
神
主
所
へ

一
初
穂
銭
二
百
文
花
米
二
升
世
折
敷
二
枚
二

一

祝
言
銭
百
文

花
米
二
升

柱
行
器
初
尾
銭
百
文

は
な
よ
れ
二
升

神
楽
銭
百
三
十
三
文

は
な
米
壱
升

初
尾
銭
百
四
文

八
花
米
八
升

神
主
所
へ

神
母
所
へ

神
主
所
へ

－56－
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二
一
の
ウ

ー
同
御
祭
礼

二
一
の
オ

一
御
物
盛

御
祭
之
朝

同
宮
龍

一
御
こ
し
御
迎
二
棒
食
篭
二
酒
肴
（
取
肴
）

一
社
人
若
子
衆
へ
貸
物
其
外
入
用
次
第
前
年

一
銀
子
弐
匁

一
酒
壱
具

一
酒
錫
子
壱
封
盃
二
つ
高
注
連
の
前
二

一
四
寸
四
方
柱
弐
本
同
柱
巻
着
物
二
つ

一
高
盛
の
長
持
二
樟
絵
書
テ
に
か
竹
拾
本
程

一
長
木
二
本
し
縄
糸
縄
す
り
ぬ
か
も
入

一
さ
ん
ぼ
ん
二
膳
大
折
二
合
き
そ
く
と
ん
ぼ
う
百
計
宛

一
小
折
二
合
山
の
芋
若
Ⅱ
礎
薄
置

一
蹴
鯛
つ
ほ
ね
真
香
食
あ
っ
小
羽
八
枚

一
竹
釘
大
小
百
本
程

内
白
木
綿
三
反
牛
の
御
子
過
に
て

一
白
木
綿
剛
反
茜
木
綿
一
反
神
主
方
渡
申
候

同
一
反
茜
一
反
神
母
所
へ

一
抱
行
着
扇
子
入
事
あ
り

一
振
舞
同
手
懸
の
餅
麦
麺
有

木
ひ
さ
け
二
つ
但
新
入

長
床
に
て
夕
食
之
直
し
の
代
銀
拾
匁

神
楽
銭
間
三
十
三
文
神
主
所
へ

は
な
よ
れ
一
升

次
日
宮
を
り
酒
壱
具

下
之
者
之
方

但
草
雇
持
来
り
候
時

二
二
の
ウ

二
二
の
オ

一
同

一
御
旅
所

一
牛
之
御
子
帰
遊

｜
御
輿
御
還
后
之
後

一
さ
け
壱
具

一
内
に
て
も
腿
‐
中
に
て
も
長
床
に
て
も
振
舞
あ
り

一
竹
半
笛
の
初
穂
銭
三
百
三
十
三
文

た
か
も
り
の
長
持
壱
神

さ
け
壱
具
昆
布
肴

御
城
へ
指
上
申
候
但
し
前
方
二
御
下
代
衆
迄
案
内
申
候

の
つ
と
銭
百
文

棒
食
篭
酒
肴
あ
り

折
壱
合
他
農
積
直
し
て
神
主
所
へ

酒
壱
具
添
て

神
楽
銭
百
三
十
二
一
文
花
米
一
升
神
母
所
へ

は銀白は銀
な四此木な十
よ両内綿よ八
ね五一曲ね両
一分つ随四五
升神ハニ升分
楽神つド'I'
銭主楽
之方銭
代への
渡代
可

神里神
母頁主

所W所
"、所〃、

"、

八
月
祭
礼
同
前
也
但
踏
枝
八
月
祭
二
渡
候
ヲ

社
人
若
子
之
手
前
二
留
置
是
を
川松

人
夫
所
へ

－61－
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十
九
の
オ

一
御
演
出

一
次
日
物
裁

同

ア
カ
チ
ヅ
縮
御
迎

一
朝
二
榊
迎
錫
子
壱
説
鶏
神
主
所
へ

一
其
後
酒
錫
王
爵
赤
飯
少
神
主
神
母
同
所

胴
軒
三
崎
岬
細
私
宅
婚
謝
州
却
稚
吐
一
種
神
主
計

一
白
槻
三
反
二
折
練
一
反
但
練
長
サ
糸
目
右
同
前

一
花
米
一
升
烏
賊
二
枚
昆
布
二
本
神
母
所
へ

一
羽
緋
二
連
酒
錫
子
一
濁

一
長
床
に
て
神
官
二
振
舞
あ
り

一
内
に
て
も
船
内
に
て
も
長
床
に
て
も
振
鮮
あ
り

一
榊
の
初
穂
銭
百
三
十
三
方
花
米
一
升

一
神
楽
銭
百
三
’
三
文

神
主
所
へ

一
は
な
よ
れ
一
升

一
白
木
綿
一
反
四
ヅ
折

一
練
弐
反
上
下
富
尾
と
も
二
同
所
へ

一
右
練
長
さ
一
反
二
付
御
眼
二
丈
五
尺
糸
目
四
十
五
匁
也

さ
け
壱
具
蝋
引
↑
尺

羽
緋
二
連
昆
布
仁
本

マ
ヶ曲
桶
壱
つ
ひ
し
ゃ
く
壱
本

使
弐
人
内
一
人
は
肩
袴
着
て

’
九
の
ウ

二
○
の
オ

一
御
指
鉾
入

一
長
床
ニ
テ
入
川

一
○
の
ウ

一
御
幣
串
拾
五
本
厚
紙
七
拾
五
枚
塵
置
五
帖

一
御
迎
二
出
る
酒
肴
あ
り

一
幣
小
大
小
百
五
十
木
枠
人

一
御
幣
木
弐
本

一
酒
錫
子
壱
封
昆
布
二
本
盃
二
つ

一
喋
慨
三
束
此
外
二
円
八
帖
入
る
事
も
あ
り

一
乗
へ
き
二
枚
二
七
つ

一
振
鮮
同
手
懸
の
餅
夕
長
も
あ
り

一
の
つ
と
う
銭
百
文

一
は
な
よ
れ
仁
升

神
主
所
へ

一
初
尾
銭
百
四
文

一
八
花
米
八
升

一
神
楽
銭
七
百
文

一
は
な
よ
れ
五
升

あ
っ
か
ミ
四
百
枚

ち
り
を
き
三
束

砂
茶
碗
一
つ

さ
け
壱
具

昆
布
弐
本

神
母
所
へ

胡
爪
積
弐
本

銀
派
匁
但
之
ハ
若
子
衆
夕
食
跡
の
価
之
分
代

－62－
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八
の
ウ

一
内
に
て
捉
抑
あ
り

↓
鏡
一
叩
櫛
一
只
油
桶
ゞ
ヅ
油
人
テ
他
此
三
色
ハ
返
り
申
候

一
同
拾
万
Ⅱ
御
祭
礼
一
紅
粉
一
皿
ふ
し
か
ね
少
々
鳥
の
子
二
枚

一
白
粉
壱
締

ハ
の
オ

一
神
楽
銭
百
二
十
二
文

一
同
拾
四
日
宮
篭
一
は
な
よ
れ
壱
升

次
Ⅲ
符
ド
リ
洲
壱
典

N

怜

lI

右
初
穂
花
米
神
主
所
へ

一
初
尾
銭
花
米
師
月
川
前

一
同
八
Ⅲ
卜
三
Ⅱ
注
迎
切

神
主
計
振
姐

h1地御あ
壱り幣つ
火を火か
吐き崎み
は犬K七
御火水拾
0IT.

し枚
か

き

＃神
機主
也所

ｼ、

一
初
尾
銭
二
百
文
花
米
二
升
折
散
二
枚
二

一
神
主
神
父
神
母
御
子
衆
へ
族
物
俊

一
振
舞
あ
り
社
人
衆
神
母
御
子
衆
木
馬
神
夫
婦
共
二

Ⅲ
‐
ｒ
三
Ⅱ
ニ
ハ
地
リ
侭
壱
束
入同

所
へ

九
の
オ

九
の
ウ

同 |『1同
御
旅
所

団’

一
鳥
の
子
壱
枚
白
粉
二
箱

一
紅
粉
二
Ⅱ

一
油
浦
一
つ
櫛
添
テ

一
神
主
神
父
二
ち
い
さ
″
太
刀
も
入

一
社
人
衆
之
差
物

一
神
母
若
子
衆
と
差
物

一
ぬ
り
木
履

一
き
ゃ
は
ん
右
之
ド
ハ
返
り
申
候

↑
水
踊
波
Ⅱ
仰
也
つ
る
ん
す
も
人

仙
ほ
と
も
二

一
御
拠
御
迎
之
時
棒
食
純
二
油
肴

一
銀
二
匁

一
酒
壱
具

針
五
木
紺
糸
拾
筋
、
糸
弐
結

年
へ
マ
マ
）

白
袋
た
ひ
紺
の
緒
添
テ
三
足
内
壱
足
ハ
神
父
内
儀
へ

の
つ
と
う
銭
百
文

は
な
よ
れ
二
升

棒
食
雛
二
酒
肴

折
壱
合
遣
残
積
直
し
て

同
酒
壱
具
添
て

御
子
衆
へ
出

下
之
者
之
方
へ

仙
草
版
持
参
の
時

神
主
所
へ

｜
ｊ

師
６く
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六
の
ウ

六
の
オ

一
六
月
朔
日
社
参
一
両
社
氷
餅
四
枚
但
社
人
衆
へ
少
宛

一
次
日
精
進
下

同
一
同
日
高
注
連
立

同

銀
二
匁
肩
衣
之
代

さ
け
壱
具

一
御
榊
牛
王
柳
緒
取
申
所
へ
酒
壱
具
綜
二
把
宛
送

屑
壱
具
綜
仁
把
宛
下
之
者
所
へ

御
幣
木
三
本
漬
真
砂
も
入

莱
遍
起
三
枚
二
七
つ

御
酒
造
錫
子
壱
封
盃
も
入

柱
行
器
の
初
穂
銭
百
文
花
米
二
升

の
つ
と
う
銭
百
文
は
な
よ
れ
二
升

初
尾
百
四
文

同
所
へ

八
花
米
八
升

さ
け
弐
具

何
に
て
も
肴
廿

さ
け
壱
具

何
に
て
も
肴
十

社
人
衆
へ
綜
す
ぐ
り
振
舞
あ
り

同
帰
り
即
刻
す
い
も
の
に
て
酒
あ
り

神
楽
銭
百
三
十
二
一
文
花
米
一
升
神
母
所
へ

神
主
所
へ

神
母
所
へ

七
の
ウ

同
御
獅
子
入

七
の
オ

同
一
七
月
拾
Ｈ
盆
礼

一
砂
茶
椀
二
仏
供
さ
け
錫
子
壱
封

一
し
と
き
へ
き
二
枚
二
七
つ

八
月
初
卯
御
獅
子
入
一
陣
や
郵
祢
郡
鍵
鎧
壱
束

マ
マ

一
銀
子
四
両
ハ
帯
之
代

一
酒
壱
具
羽
緋
弐
連

一
塩
一
升
昆
布
弐
本

一
詰
茶
百
目

一
ち
り
置
壱
束

一
初
尾
銭
三
十
三
文
花
米
一

一
詰
茶
百
目

一
ち
り
置
壱
束

一
初
穂
銭
三
十
三
文

一
は
な
米
一
升

一
し
ほ
一
升

一
羽
緋
二
連
昆
布
仁
ほ
ん

乗
一
遍
起
弐
枚
二
七
つ
酒
錫
子
壱
封

あ
つ
紙
五
枚
ち
り
置
五
帖

麻
糸
五
結
扇
弐
本

初
穂
銭
百
三
十
三
文
花
米
一
升
神
主
所
へ

振
舞
あ
り
但
社
人
衆
本
馬
神
計

升

神
主
所
へ
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無
役
」
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
祭
の
「
申
の
Ⅱ
」
の

神
餌
渡
御
に
際
し
て
は
、
藩
か
ら
騎
馬
武
者
が
出
さ
れ
る
な
ど
公
的
な
援
助
な

く
し
て
は
存
続
で
き
な
い
祭
礼
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
山

王
祭
礼
が
華
や
か
さ
や
勇
壮
さ
の
う
え
で
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
『
秋
川
風
俗
絵
巻
（
荻
津
勝
孝
ｌ
延
享
三
年

ｌ
文
化
六
年
ｌ
筆
』
や
『
八
幡
宮
山
王
窟
御
祭
礼
供
練
板
付
』
な
ど
に
、
そ
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
言
え
ば
「
三
市
六
街
締
羅
を

飾
る
。
見
物
の
老
若
貴
賎
遠
近
よ
り
集
ま
る
。
山
棚
、
屋
車
、
謹
物
の
類
人
目

を
細
す
。
夜
中
翌
日
ま
で
く
れ
る
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
も
盛
大

賑
な
る
祭
礼
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
が
、
本
翻
刻
が

＃祭
ひ
と
つ
の
素
材
と
も
な
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

祉神幡

八
解
題

士
ロ細
底
本
県
立
秋
川
凶
韮
日
航
蔵
本
『
川
王
八
幡
神
社
御
祭
慨
之
帳
』
（
Ａ
ｌ
七

八
六
’
一
○
）
を
底
本
と
し
た
。

市州
圭
白
写
年
代
本
書
に
は
げ
賊
な
い
も
の
の
、
識
垂
、
（
』
ハ
山
丁
襲
）
に
拠
れ
ば
、
昭

叶
和
卜
三
年
四
月
九
日
に
八
幡
神
社
社
務
所
よ
り
原
本
を
拝
借
し
写
し
た
も
の
で

典翻
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
筆
者
は
茶
町
扇
ノ
丁
の
三
浦
畑
四
郎
で
あ
る
。
な
お
、

八
幡
社
の
原
本
は
、
他
の
機
会
に
も
書
写
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

一
圭
目
が
、
同
じ
県
立
図
圭
目
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
『
仙
峰
壷
勤
統
録
』
と
題
し
、

そ
の
六
七
丁
裏
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
は
「
一
九
五
五
年
秋
田
市
大
町
一
丁
目
三

十
三
番
地
高
堂
善
吉
」
の
写
し
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

構
成
本
書
は
、
「
御
顛
渡
次
第
」
（
一
Ｊ
表
）
・
「
覚
」
（
一
丁
異
二
丁

表
）
・
「
山
王
御
道
具
覚
」
（
二
丁
異
）
・
「
御
祭
膿
之
御
統
常
内
外
入
川
之

事
」
（
三
丁
表
か
ら
三
六
丁
裏
ま
で
）
・
「
定
」
（
三
七
丁
表
か
ら
三
九
丁
表

ま
で
）
・
「
御
統
人
控
」
（
四
○
ｒ
表
か
ら
六
四
ｒ
裏
ま
で
）
か
ら
成
っ
て
い

る
。
本
翻
刻
は
、
「
御
統
人
控
」
を
除
く
、
三
九
１
分
で
あ
る
。
な
お
本
評
名

を
『
山
王
八
幡
社
祭
職
之
帳
』
と
は
い
う
も
の
の
主
た
る
要
素
は
、
「
御
祭
職

之
御
統
営
内
外
入
川
之
事
」
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
内
外
人
用
之

事
」
は
さ
ら
に
三
部
に
分
か
た
れ
、
「
常
馬
神
分
」
「
木
馬
神
分
」
「
古
馬
神

分
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。
前
述
『
勤
統
録
』
に
拠
れ
ば
、
「
常
賜
・
本
馬
神
分
」

の
原
本
書
写
が
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
、
「
占
鳩
神
分
」
が
寛
永
十
九
年

二
六
四
二
年
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
八
幡
社
蔵
の
原
本
に
あ
た
っ
て

い
な
い
た
め
認
め
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
昭
和
に
は
い
っ

て
か
ら
の
書
写
と
い
う
こ
と
が
相
当
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ

れ
る
。
『
勤
統
録
』
の
高
堂
詳
吉
氏
の
言
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

「
右
峰
目
の
碇
は
毎
年
御
統
常
り
の
汁
に
口
止
を
以
て
巾
し
付
け
Ⅱ
外
等
は
一

切
禁
じ
文
書
も
公
開
せ
ざ
り
し
も
民
硲
考
の
研
究
に
資
す
る
為
舷
に
写
し
置
く

も
の
な
り
」
と

凡
例

一
、
本
文
と
校
災

１
．
本
将
の
本
文
は
、
鼎
立
図
仰
館
本
を
底
本
と
し
、
で
き
得
る
限
り
忠
実

に
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。

２
．
校
合
に
は
、
同
図
書
館
本
『
勤
統
録
』
を
川
い
た
が
、
そ
の
校
異
の
全

て
は
記
さ
ず
、
本
文
の
誤
脱
判
定
に
の
み
利
川
し
た
。

二
、
校
訂
の
方
針

１
・
本
文
は
で
き
得
る
限
り
底
本
の
ま
ま
と
し
、
句
読
点
は
加
え
な
か
っ
た
。

２
．
意
が
通
じ
な
い
場
合
に
限
り
、
※
印
を
付
し
、
校
異
を
示
し
た
。

３
．
漢
字
の
字
体
も
原
則
と
し
て
底
本
の
と
お
り
炎
↓
起
し
た
。
但
し
、
止
字

体
と
甚
し
く
異
な
る
も
の
は
、
正
字
体
を
（
）
で
施
し
た
。

４
．
仮
名
の
変
体
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

５
・
振
漢
字
や
振
仮
名
の
位
置
は
底
本
の
と
お
り
に
し
た
。
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は
じ
め
に

近
年
の
、
近
世
都
市
研
究
の
た
か
ま
り
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
祭
礼
に
関
す

る
分
野
は
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
に
比
し
、
佐
竹
氏
入
国
以
来
の
部
市
で
あ
る
久
保
田
城
下
の
研
究
は
、

よ
う
や
く
そ
の
緒
に
つ
い
た
感
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
外
町
関
係
の
翻

刻
筏
料
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
允
災
を
み
、
新
た
な
怖
報
の
提
供
脈
と

も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
か
に
爪
礎
的
作
業
が
人
小
で
あ
る
か
を
も

の
が
た
っ
て
い
よ
う
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
る
今
川
、
本
翻
刻
は
、
祭
礼
と
い

う
特
殊
な
事
例
の
儀
礼
的
側
、
を
う
か
が
う
に
す
ぎ
な
い
が
、
久
保
川
城
ド
の

都
市
機
能
に
は
た
し
た
祭
礼
の
役
割
如
何
、
を
問
う
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し

て
若
干
の
意
義
を
感
ず
る
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
吉
八
幡
神
社
は
、
Ⅱ
吉
山
王
と
石
清
水
八
幡
を
勧
請
し
、
あ

わ
せ
肥
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
川
来
を
『
矢
橋
州
峠

官
御
川
来
略
博
』
（
昭
和
四
年
、
三
浦
Ⅲ
言
著
）
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

…
略
。
：
天
喜
年
間
源
の
義
家
安
佑
の
加
時
を
脈
す
乱
祁
く
の
時
二
叫
宗
任
義

家
に
従
ひ
京
部
に
入
り
止
り
て
源
家
の
眼
と
な
る
保
元
ｆ
沿
の
乱
に
敗
れ
近

江
の
国
日
枝
の
山
に
入
り
修
験
者
と
な
り
其
後
奥
羽
に
下
り
如
何
一
族
の
為

め
子
孫
を
し
て
再
興
を
慮
る
と
雌
も
微
力
成
す
不
能
秋
田
郡
新
城
笹
岡
村
に

居
を
定
め
近
江
の
日
枝
に
座
す
大
神
及
八
幡
宮
を
勧
請
す
日
吉
山
延
命
寺
無

量
寿
院
と
号
す
修
験
寺
を
開
基
す
是
を
神
社
の
起
元
と
す
其
後
正
和
年
間
新

城
の
館
主
宿
願
成
就
に
付
き
元
享
二
年
新
に
叩
峠
宮
を
笹
岡
に
御
造
営
せ
ら

る
…
略
…

こ
の
の
ち
、
応
永
二
年
に
は
新
城
五
十
丁
の
地
に
初
度
の
御
遷
座
、
天
正
十
七
年

翻
刻
・
秋
田
市
八
橋
日
吉
八
幡
神
社
祭
礼
帳

に
は
飯
島
に
、
寛
永
二
年
に
は
欠
橘
村
淀
狐
森
に
、
寛
文
二
年
に
は
現
社
地
に

と
都
合
四
度
の
遷
座
を
経
、
そ
の
つ
ど
、
こ
の
地
方
を
治
め
た
領
主
達
に
よ
っ

て
篤
く
尊
崇
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
佐
竹
氏
入
国
以
降
は
、

秋
田
城
下
外
町
の
総
鎮
守
と
し
て
栄
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
古
い
歴
史
を
ほ
こ
る
Ⅱ
吉
八
幡
神
社
の
祭
礼
は
、
年
川
皮

に
わ
た
り
行
な
わ
れ
て
き
た
。
Ⅱ
吉
川
服
の
縁
Ⅱ
で
あ
る
旧
暦
四
〃
の
中
の
巾

の
Ⅱ
と
、
八
幡
宮
に
ち
な
む
川
隅
八
Ⅱ
十
八
Ⅲ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
と
に
川

服
祉
の
祭
礼
は
「
統
人
」
打
小
で
あ
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ

の
統
人
行
事
の
初
発
は
、
前
掲
書
の
『
略
博
』
に
拠
れ
ば

文
禄
三
年
四
Ⅱ
港
の
城
主
実
季
の
宿
願
に
依
り
初
め
て
神
輿
を
飯
嶋
村
よ
り

穀
Ｉ
村
に
渡
幸
し
給
ふ
是
れ
当
社
御
神
輿
の
始
に
し
て
飯
嶋
よ
り
今
日
に
至

る
迄
神
輿
の
人
夫
出
役
の
義
務
絶
え
ぬ
所
以
な
り
此
年
秋
八
月
土
崎
港
へ
神

血
の
渡
幸
と
共
に
始
め
て
統
を
疋
め
ら
れ
平
野
屋
甚
内
な
る
者
相
勤
む
此
れ

統
人
の
起
源
と
す
然
る
に
二
面
年
後
の
川
治
に
系
り
此
の
磯
儀
を
廃
止
せ
ら

れ
た
る
は
実
に
千
歳
の
恨
桝
な
り
：
：
：

と
あ
る
。
こ
の
平
野
屋
挫
内
以
降
の
統
人
は
、
『
御
統
人
控
』
に
書
き
上
げ
ら

れ
、
本
翻
刻
資
料
一
綴
の
内
、
門
十
Ｊ
の
オ
モ
テ
か
ら
六
十
四
丁
の
ウ
ラ
に
至

る
ま
で
（
明
治
七
年
ま
で
）
、
三
三
九
名
を
数
え
る
。
こ
の
統
人
は
、
「
総
町

の
中
富
有
の
も
の
三
人
」
の
中
か
ら
、
札
引
き
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
も
の
で
、

一
年
両
度
の
祭
礼
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
儀
礼
・

作
法
を
滞
り
な
く
行
な
う
、
神
へ
の
奉
仕
者
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
一
年
間
の
、
神
供
・
饗
応
・
神
幸
供
奉
な
ど
の
経
費
を
負
担
す
る
役
目

を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
蒋
で
は
統
人
に
対
し
て
、
「
沖
川
米

lll鳥

田

Ｉ
、

士
心
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